海外研修・調査奨励金　報告レポート[団体用]
ここにタイトルを12ポイントMSゴシックで記述し、この文章を削除する

所属　〇〇学部　〇〇学科
学年　○年
氏名　福祉　太郎

団体全体の活動概要（200字以上400字以内）
　今回の海外研修・調査奨励金に関する団体全体の活動概要（いつ、どこで、何の目的で活動し、どのような結論を得たかなど）を記述してください。なお、本文は全てMS明朝（英語表記の場合Century）10.5ポイントで記述し、もともと書かれている説明文は削除してください。

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
※第1章で2,000字から3,000字、第2章で3,000字から4,000字、第3章で500文字から1,000文字になるように調整すること（節毎に文字数に偏りがあっても良い）。

第１章　団体全体の報告

第１節　メインテーマ
　団体全体で掲げたメインテーマについて記述してください。

第２節　団体の専攻分野における本調査の位置付け
　団体における学習内容や研究テーマと、今回の調査との繋がり、その調査が必要だった背景、「なぜその国・地域を選んだのか」などについて記述してください。

第３節　団体全体の行動計画と準備
　目的を達成するために、団体全体で事前に立てた計画や、行った準備について記述してください。

第４節　団体全体の調査成果と意義
　団体全体として得られたデータや結論、現地調査によって明らかになった事実について記述してください。

第２章　あなたの調査と成果

第１節　あなたの調査の意義とテーマ
　あなた個人として「特にこの点に注目したい」と考えていた調査のテーマを記述してください。

第２節　独自の成果と現地での発見
　文献調査だけでは得られなかった、現地調査だからこその価値（フィールドワークの重要性）について記述してください。たとえば、異文化の理解や知見を広げることにつながった、日本の特徴や課題に気づいた、日本で暮らすということについて考えることができたなどを具体的に記述しましょう。

第３節　個人目標の達成具合と課題
　出発前に自分自身で立てていた個人的な目標（団体全体の目標と被るものがあっても良い）に対して、どの程度達成できたかについて自己評価し、記述してください。また、現地で直面した困難や、次に活かしたい反省点についても記述しましょう。

第４節　学内や社会への還元
　得られた知見を、ふくしAWARDやゼミの報告会、卒業論文、あるいは今後のキャリアの中でどのように公開し、他者へ共有していくかについての計画や実績を記述してください。

第３章　まとめ（全体総括）

　前半は、調査全体の総括と今後の展望、もしあればその他特筆すべき内容を記述してください。後半は、第1章・第2章の枠組みに入らなかった個人的な感想、現地の文化に対する気づき、後輩へのアドバイスなどを記述しましょう。
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